






















































































































落で，住居群の間に独立棟持柱建物が 2 棟建てられている。その建物のうち 1 棟は 7 × 2 間，46.2
㎡と大型に近く，もう 1 棟も完全に発掘されていないがそれに匹敵する大きさをもつ。いずれも同
一地点で 2 回建て替えられている。
　徳島県桜ノ岡遺跡（図 2）　中期後半。竪穴住居数棟に囲まれた箇所に位置する 1 × 1 間の小型
独立棟持柱建物。別の掘立柱建物 1 棟と並存している。柱穴 4 本には，柱抜き取りの後，多量の土
器破片を積み重ねており，廃屋祭祀の痕跡が明瞭である。























番号 遺跡名 所在地 類型 遺構NO 時期 構造・規模（桁行×梁間：面積）
1 王子遺跡 鹿児島県鹿屋市王子町 Ⅰ A
1 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 2 × 2 間（3.25 × 3.1m：10.1㎡）
2 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 4 × 3 間（4.8 × 3.75m：18.0㎡）
5 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 3 × 3 間（3.0 × 2.4m：18.0㎡）
6 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 4 × 3 間（4.45 × 3.8m：16.9㎡）
2 前畑遺跡 鹿児島県鹿屋市郷之原町 Ⅰ A 1 号 中期終末（Ⅳ期） 4 × 3 間（4.7 × 3.3m：15㎡）3 号 中期終末（Ⅳ期） 2 間以上× 3 間（？× 2.95m：9㎡以上）
3 上野原遺跡 鹿児島県国分市大字川内字上野原 Ⅰ A
1 号 中期終末（Ⅳ期） 3 × 3 間（4.44 × 3.60m：15.98㎡）
2 号 中期終末（Ⅳ期） 3 × 3 間（4.61 × 3.50m：16㎡）
H6 区 1 号 2 × 1 間（3.3 × 2.5 ～ 2.7m：8.58㎡）
4 下大五郎遺跡 宮崎県都城市丸谷町下大五郎 Ⅰ A 後期（Ⅴ期） 4 × 3 間
5 立野遺跡 佐賀県久保泉町大字上和泉字徳永 Ⅰ A
SB015 中期中葉（Ⅲ期） 1 × 1 間（2.75 × 2.5m：7㎡）
SB018 中期 4 × 3 間（4.07 ～ 4.18 × 3.4 ～ 3.69m：13㎡）
SB023 中期中葉（Ⅲ期） 4 × 3 間（3.89 ～ 4.0 × 3.36m：12㎡）
6 平林遺跡 佐賀県三養基郡北茂安町 Ⅰ B
SB1748 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 2 × 1 間（3.98 × 3.04m：12.0㎡）
SB1749 中期中葉（Ⅲ期） 2 × 1 間（4.0 × 3.2m：12.9㎡）
SB1754 中期後半（Ⅳ期） 2 × 1 間（4.62 × 2.96m：13.8㎡）
7 平原遺跡 福岡県前原市大字有田字平原 Ⅱ B 1 号墓 後期 3 × 2 間（4.4 × 4.2m：18.5㎡）
8 田村遺跡 高知県南国市篠原 Ⅰ A Loc.25SB1 前期（Ⅰ期） 5 × 3 間（8.2 × 4.1m：33.6㎡）L ３SB322 中期 3 × 1 間（10 × 3.2m：32㎡）
9 西長峰遺跡 徳島県阿波郡阿波町字西長峰 Ⅰ A SB01 中期後半～後期（Ⅲ期新～Ⅴ期初頭） 4 × 1 間（12.1 × 5.5m：65㎡）
10 桜ノ岡遺跡 徳島県阿波郡阿波町桜ノ岡 Ⅰ A SA2001 中期後半（Ⅲ期後半） 1 × 1 間（3.0 × 3.0m：9.0㎡）・中心柱をもつ
11 旧練兵場遺跡 香川県善通寺市西仙遊町 中期後半 3 × 1 間
12 茶畑山道遺跡 鳥取県西伯郡名和町大字押平 Ⅰ C SB05 中期後半（Ⅲ期後半） ① 4 × 1 間（8.6 × 3.0m：25.80㎡）　②同一地点で建て替え
13 茶畑第 1 遺跡 鳥取県西伯郡名和町大字押平字小坂平
Ⅰ A 掘立柱建物 1 中期後半 6 × 2 間（8.3 × 3.7m：30.5㎡）
掘立柱建物 10 中期後半～終末期 1（布掘り桁）× 1 間（8.2 ×最大 3.2m：26.2㎡）
14 梅田萱峯遺跡 鳥取県東伯郡琴浦町大字梅田 Ⅰ A SB1 中期後半 3 × 1 間（7.1 × 2.75m）
15 大山池遺跡 鳥取県関金町 Ⅰ B 9 号 中期後半（Ⅳ期）？ 3 × 1 間（5.8 × 3.3m：19.0㎡）
2 号 中期 3 × 1 間（5.8 × 3.6m：20.9㎡）
16 唐古・鍵遺跡 奈良県磯城郡田原本町 Ⅰ 第 74 次大型掘立柱建物 中期前半（Ⅱ期）
5 間以上× 2 間（11.4m 以上× 7.0m：80㎡
以上）
17 能登遺跡 奈良県桜井市大字河西 Ⅰ A SB02 庄内式期 3 × 2 間（7.0 × 4.7m：32.9㎡）
18 ホケノ山遺跡 奈良県桜井市大字箸中 Ⅱ B 石囲い木槨 庄内式期 1 × 1 間（3.1 × 1.86m：5.77㎡）
19 南山高屋遺跡 兵庫県龍野市揖西町南山 Ⅰ A SB14 中期後半（Ⅳ期） 6 × 2 間（9.2 ～ 9.5 × 4.4 ～ 4.9m：43.2㎡），屋内棟持柱 1
20 楠・荒田町遺跡 兵庫県神戸市兵庫区荒田町 Ⅰ B SB09 中期後半（Ⅳ期） 8 × 1 間（8.5 × 3.8m：32.3㎡），屋内棟持柱 2
21 武庫庄遺跡 兵庫県尼崎市武庫之荘本町 2 丁目 Ⅰ C
SB6 中期後半（Ⅳ１～ 2 期）4 間以上× 1 間（9.76m 以上× 8.6m：65㎡以上），屋内棟持柱 2
SB4 中期後半（Ⅳ１～ 2 期）6 間以上× 1 間（4.2m 以上× 2.8m：18㎡以上），中央屋内棟持柱 1
22 玉津田中遺跡 兵庫県神戸市西区宮ノ下 Ⅰ A SB46001 中期後半（Ⅳ期） 4×1間（4.56～4.71×3.27～3.42m：15.2㎡）
23 有鼻遺跡 兵庫県三田市けやき台 Ⅰ A 建物 6 中期後半（Ⅳ期） 4 × 1 間（7.5 × 4.0m：30㎡）
24 養久山・前地遺跡 兵庫県たつの市揖西町 Ⅰ A 481 掘立柱建物 中期終末（Ⅳ期） 4 × 2 間（5.2 × 3.8m 以上：20㎡）
25 平方遺跡 兵庫県揖保郡太子町 SB1 中期後半 3 × 1 間（5.5 × 3.0m：17㎡）
26 八雲遺跡 大阪府守口市八雲北町ほか Ⅰ B 柱穴群 1 中期前半（Ⅱ期） ① 5 × 1 間（6.5 × 3.3 ～ 3.5m：22㎡）② 6× 2 間（6.0 × 3.3m：20㎡）
27 上の山遺跡 大阪府枚方市茄子作南町 Ⅰ B 掘立柱建物 11 中期前半（Ⅱ期後半～Ⅲ期前半） 5 × 1 間（8.6 × 4.45 ～ 4.60m：39㎡）
28 池上曽根遺跡 大阪府和泉市池上町・泉佐野市曽根町 Ⅰ B SB1
中期後半（Ⅲ期後半～
Ⅳ期前半）
① 大 型 建 物 1：10 × 1 間（19.3 × 6.9 ×
22.0m：135.0㎡），屋内棟持柱 2　②大型
建物Ｂ：8 × 1 間（15.2 × 7.2 ｍ：109㎡），
屋内棟持柱 2　③大型建物Ａ：7 × 1 間（13.2
× 6.6 ｍ：87㎡），屋内棟持柱 2
29 尺度遺跡 大阪府羽曳野市尺度地内 Ⅰ C
建物 A 庄内式新段階 3 × 1 間（6.4 × 4.4m：28.16㎡），屋内棟持柱 2





番号 遺跡名 所在地 類型 遺構NO 時期 構造・規模（桁行×梁間：面積）
1 王子遺跡 鹿児島県鹿屋市王子町 Ⅰ A
1 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 2 × 2 間（3.25 × 3.1m：10.1㎡）
2 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 4 × 3 間（4.8 × 3.75m：18.0㎡）
5 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 3 × 3 間（3.0 × 2.4m：18.0㎡）
6 号 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 4 × 3 間（4.45 × 3.8m：16.9㎡）
2 前畑遺跡 鹿児島県鹿屋市郷之原町 Ⅰ A 1 号 中期終末（Ⅳ期） 4 × 3 間（4.7 × 3.3m：15㎡）3 号 中期終末（Ⅳ期） 2 間以上× 3 間（？× 2.95m：9㎡以上）
3 上野原遺跡 鹿児島県国分市大字川内字上野原 Ⅰ A
1 号 中期終末（Ⅳ期） 3 × 3 間（4.44 × 3.60m：15.98㎡）
2 号 中期終末（Ⅳ期） 3 × 3 間（4.61 × 3.50m：16㎡）
H6 区 1 号 2 × 1 間（3.3 × 2.5 ～ 2.7m：8.58㎡）
4 下大五郎遺跡 宮崎県都城市丸谷町下大五郎 Ⅰ A 後期（Ⅴ期） 4 × 3 間
5 立野遺跡 佐賀県久保泉町大字上和泉字徳永 Ⅰ A
SB015 中期中葉（Ⅲ期） 1 × 1 間（2.75 × 2.5m：7㎡）
SB018 中期 4 × 3 間（4.07 ～ 4.18 × 3.4 ～ 3.69m：13㎡）
SB023 中期中葉（Ⅲ期） 4 × 3 間（3.89 ～ 4.0 × 3.36m：12㎡）
6 平林遺跡 佐賀県三養基郡北茂安町 Ⅰ B
SB1748 中期終末～後期初頭（Ⅳ～Ⅴ期） 2 × 1 間（3.98 × 3.04m：12.0㎡）
SB1749 中期中葉（Ⅲ期） 2 × 1 間（4.0 × 3.2m：12.9㎡）
SB1754 中期後半（Ⅳ期） 2 × 1 間（4.62 × 2.96m：13.8㎡）
7 平原遺跡 福岡県前原市大字有田字平原 Ⅱ B 1 号墓 後期 3 × 2 間（4.4 × 4.2m：18.5㎡）
8 田村遺跡 高知県南国市篠原 Ⅰ A Loc.25SB1 前期（Ⅰ期） 5 × 3 間（8.2 × 4.1m：33.6㎡）L ３SB322 中期 3 × 1 間（10 × 3.2m：32㎡）
9 西長峰遺跡 徳島県阿波郡阿波町字西長峰 Ⅰ A SB01 中期後半～後期（Ⅲ期新～Ⅴ期初頭） 4 × 1 間（12.1 × 5.5m：65㎡）
10 桜ノ岡遺跡 徳島県阿波郡阿波町桜ノ岡 Ⅰ A SA2001 中期後半（Ⅲ期後半） 1 × 1 間（3.0 × 3.0m：9.0㎡）・中心柱をもつ
11 旧練兵場遺跡 香川県善通寺市西仙遊町 中期後半 3 × 1 間
12 茶畑山道遺跡 鳥取県西伯郡名和町大字押平 Ⅰ C SB05 中期後半（Ⅲ期後半） ① 4 × 1 間（8.6 × 3.0m：25.80㎡）　②同一地点で建て替え
13 茶畑第 1 遺跡 鳥取県西伯郡名和町大字押平字小坂平
Ⅰ A 掘立柱建物 1 中期後半 6 × 2 間（8.3 × 3.7m：30.5㎡）
掘立柱建物 10 中期後半～終末期 1（布掘り桁）× 1 間（8.2 ×最大 3.2m：26.2㎡）
14 梅田萱峯遺跡 鳥取県東伯郡琴浦町大字梅田 Ⅰ A SB1 中期後半 3 × 1 間（7.1 × 2.75m）
15 大山池遺跡 鳥取県関金町 Ⅰ B 9 号 中期後半（Ⅳ期）？ 3 × 1 間（5.8 × 3.3m：19.0㎡）
2 号 中期 3 × 1 間（5.8 × 3.6m：20.9㎡）
16 唐古・鍵遺跡 奈良県磯城郡田原本町 Ⅰ 第 74 次大型掘立柱建物 中期前半（Ⅱ期）
5 間以上× 2 間（11.4m 以上× 7.0m：80㎡
以上）
17 能登遺跡 奈良県桜井市大字河西 Ⅰ A SB02 庄内式期 3 × 2 間（7.0 × 4.7m：32.9㎡）
18 ホケノ山遺跡 奈良県桜井市大字箸中 Ⅱ B 石囲い木槨 庄内式期 1 × 1 間（3.1 × 1.86m：5.77㎡）
19 南山高屋遺跡 兵庫県龍野市揖西町南山 Ⅰ A SB14 中期後半（Ⅳ期） 6 × 2 間（9.2 ～ 9.5 × 4.4 ～ 4.9m：43.2㎡），屋内棟持柱 1
20 楠・荒田町遺跡 兵庫県神戸市兵庫区荒田町 Ⅰ B SB09 中期後半（Ⅳ期） 8 × 1 間（8.5 × 3.8m：32.3㎡），屋内棟持柱 2
21 武庫庄遺跡 兵庫県尼崎市武庫之荘本町 2 丁目 Ⅰ C
SB6 中期後半（Ⅳ１～ 2 期）4 間以上× 1 間（9.76m 以上× 8.6m：65㎡以上），屋内棟持柱 2
SB4 中期後半（Ⅳ１～ 2 期）6 間以上× 1 間（4.2m 以上× 2.8m：18㎡以上），中央屋内棟持柱 1
22 玉津田中遺跡 兵庫県神戸市西区宮ノ下 Ⅰ A SB46001 中期後半（Ⅳ期） 4×1間（4.56～4.71×3.27～3.42m：15.2㎡）
23 有鼻遺跡 兵庫県三田市けやき台 Ⅰ A 建物 6 中期後半（Ⅳ期） 4 × 1 間（7.5 × 4.0m：30㎡）
24 養久山・前地遺跡 兵庫県たつの市揖西町 Ⅰ A 481 掘立柱建物 中期終末（Ⅳ期） 4 × 2 間（5.2 × 3.8m 以上：20㎡）
25 平方遺跡 兵庫県揖保郡太子町 SB1 中期後半 3 × 1 間（5.5 × 3.0m：17㎡）
26 八雲遺跡 大阪府守口市八雲北町ほか Ⅰ B 柱穴群 1 中期前半（Ⅱ期） ① 5 × 1 間（6.5 × 3.3 ～ 3.5m：22㎡）② 6× 2 間（6.0 × 3.3m：20㎡）
27 上の山遺跡 大阪府枚方市茄子作南町 Ⅰ B 掘立柱建物 11 中期前半（Ⅱ期後半～Ⅲ期前半） 5 × 1 間（8.6 × 4.45 ～ 4.60m：39㎡）
28 池上曽根遺跡 大阪府和泉市池上町・泉佐野市曽根町 Ⅰ B SB1
中期後半（Ⅲ期後半～
Ⅳ期前半）
① 大 型 建 物 1：10 × 1 間（19.3 × 6.9 ×
22.0m：135.0㎡），屋内棟持柱 2　②大型
建物Ｂ：8 × 1 間（15.2 × 7.2 ｍ：109㎡），
屋内棟持柱 2　③大型建物Ａ：7 × 1 間（13.2
× 6.6 ｍ：87㎡），屋内棟持柱 2
29 尺度遺跡 大阪府羽曳野市尺度地内 Ⅰ C
建物 A 庄内式新段階 3 × 1 間（6.4 × 4.4m：28.16㎡），屋内棟持柱 2









竪穴 2 棟と掘立柱建物 3 棟集中，3 号と横に並列 地床炉をもつ平地式　 新東ほか 1990：114－119
他の掘立柱建物と重複，1 号と横に並列 　　〃　　　：126－127
竪穴住居 5 棟と掘立柱建物 2 棟以上共存 冨田 1991・長野 1988
　　　〃










墓坑直上 方形周溝墓 原田 1991：96・97・102
竪穴住居と群在 棟持柱は 1 本削平されている 高知県 1986：168・210
　　　〃 前田・坂本 2006：68・69
2 棟の掘立柱建物と重複 柱抜き取りの際に土器を埋納 柴田 1991












竪穴住居が取り巻く掘立柱集中区 掘立柱建物の中では最も大きい 西川 2004：40－41
　　　〃 3 回建て替え 　　〃　 ：106－108




狭い調査区のなかに竪穴住居はない 総柱型。全体像不明 豆谷 2000
竪穴住居と混在，重複する 清水 1997：32








型掘立柱建物と重複 丘陵性集落 菅原ほか 1996
竪穴住居と並存 傍らから独立棟持柱建物描く絵画土器など壺・甕・器台 岸本 1995：50－53
竪穴住居にはさまれた掘立柱建物単独区域。6 棟
の掘立柱建物が重複，うち 2 棟が独立棟持柱建物 大阪府教育委員会 1987：15
遺跡の最高所に立地。竪穴住居はない 森井ほか 2007：66－69




方形区画内に 2 棟並列，掘立柱建物 2 棟と重複 柱抜き取り痕　 三宮・川端 1999：117・118
　　　〃 　　　〃 　　〃
60
番号 遺跡名 所在地 類型 遺構NO 時期 構造・規模（桁行×梁間：面積）
30 下之郷遺跡 滋賀県犬上郡甲良町下之郷 Ⅰ C B・C 棟 後半（Ⅳ期） ① B 棟：6 × 1 間（14.2 × 3.9m：55.4 ㎡）② C 棟：4 × 1 間（9.4 × 4.2m：39.48㎡）
31 針江川北遺跡 滋賀県高島市新旭町 Ⅰ C
SB12 後 後半 3 × 1 間（4.6 × 3.4m：15.64㎡）
SB14 後 後半 3 × 1 間（4.5 × 4.4m：19.8㎡）
32 伊勢遺跡 滋賀 守山 伊勢 中東浦 C
SB（4） 後期中葉 2 × 1 間（3.2 × 3.6m：約 11㎡）
SB4 後 後半 5 × 1 間（9.0 × 4.6m：41.4㎡）
SB5 後期後半 5 1 （8.6×4.6m：39.56㎡），屋内棟持柱？1
SB7 後期中葉ないし後半 5 × 1 間（8.7 × 5.1m：44.37㎡）
SB8 後期後半 5 × 1 間（9 × 4.5m：40.5㎡）
9 後 後半 5 1 9 × 4.5m：40.5㎡）
SB12 後 後半 6 × 1 間（10 × 4.5m：約 52.5㎡）
SB-A 後期後半 2 間以上× 1 間（2.4m 以上× 3.0m：7㎡以上）
33 下鈎 滋賀 栗東 下鈎・苅原 Ⅰ B
1992SB1 後 5（布掘り桁） 1 間（8.8 × 5.4m：48㎡）
1997SB1 後期後半 4 × 2 間（7.6 × 5.05m：40㎡），屋内棟持柱１
34 大塚遺跡 滋賀県長浜市西上坂町・新栄町 後 後半 布掘り桁× 1 間：5.2 × 4.2m：22㎡）
35 中兵庫 滋賀 草津市北山田町・木川町 第 1 号掘立柱建物 後期後半 2 4 × 3.6m：14.58
36 下長遺跡 滋賀県守山市古高町 Ⅰ C SB1 後期後半～終末 3 × 1 間（7.9 × 4.6m：36㎡）
37 黒田遺跡 滋賀県坂田郡近江町 Ⅰ C SB02 庄内式新段階 3 × 2 間（4.95 × 4.4m：21.78㎡）
38 筋違遺跡 三重県一志郡嬉野町新屋庄字榎・下榎・筋違 Ⅰ A SB290 前期前半 4 × 2 間（4.1 × 1.9 ｍ：7.79㎡）
39 長遺跡 三重県津市河辺町字池尻・石立 Ⅰ B SB142 中期後半 × 1 間（4.0 × 2.6m：10㎡）
40 菟上遺跡 三重県四日市市伊坂町字菟上・牛谷 Ⅰ A
SB223 7 × 1 間（9.8 × 3.2m：31.4㎡），屋内棟持柱数箇所
SB240 中期後半（Ⅳ期） 4 × 1 間（10.4 × 4.4m：45.8㎡）
SB284 後 Ⅳ 6 × 1 間（9.6 × 3.5m：33.6㎡）
SB311 中期後半（Ⅳ期） 1（布掘り桁）× 1 間（17.7 × 4.6m：81.4㎡）
41 小谷赤坂遺跡 三重 一志郡嬉野 天花寺字小谷・赤坂 Ⅰ A SB292 後期前半
3 × 1 間（3.96 × 3.0m：11.88㎡），片側は
近接棟持柱
42 村竹コノ遺跡 三重県松阪市上川町 Ⅰ A 掘立柱建物 1 後期後半～古墳前期 6 × 1 間
掘立柱建物 2 後 ～古墳前期 5 以上× 1 間
43 志賀公園遺跡 愛知 名古屋市北区中丸 3 Ⅱ A SB19 中期中葉（Ⅲ期）以降 5 × 1 間（9.5 × 4m：38.0㎡）
44 一色青海遺跡 愛知県中島郡平和町須ヶ谷 Ⅰ A 77 3 × 1 間（7.6 × 3.6m：27㎡）
45 寺田遺跡 岐阜 岐阜 日野 14 中葉 Ⅲ 3 1 （ .9 × 3.0m：1 ㎡）
46 東原田遺跡 静岡県小笠郡小笠町下平川地内 Ⅰ A SH10 中期後半 5 × 1 間（10.75 × 4.5m：48㎡）
47 登呂遺跡 静岡県静岡市登呂 Ⅰ A SB2001 後期 3 × 1 間（6.9 × 3.8 ｍ：26.22㎡）
48 汐入遺跡 静岡県静岡市宮竹 Ⅰ C SB01・02 庄内式新段階併行期 ① 2 × １ 間（6.6 × 4.2 ｍ：27.72 ㎡） ② 3× 1 間（8.0 × 4.2 ｍ：33.6㎡）
49 尾立遺跡 新潟県長岡 富岡町 第 1 号 中期前半（Ⅱ期） 2 5.5 2.8m：15㎡）
50 蔵王遺跡 新潟県佐渡市新穂 Ⅰ A 6 号掘立柱建物 3 × 1 間
51 中里遺跡 神奈川県小田原市中里 Ⅰ A 中期中葉（Ⅲ期）
7 × 1 間（10.5 × 4.4m：48㎡），屋内棟持
柱 2
中 中葉（Ⅲ期） 6 × 1 間（7.2 × 3.0m：22㎡）
52 常代遺跡 千葉県君津市常代字五反歩 Ⅱ A SZ119 上ピット列 中期中葉（Ⅲ期）
12 ？× 1 間（9.0 × 6.0m：54.0㎡），屋内棟
持柱





番号 遺跡名 所在地 類型 遺構NO 時期 構造・規模（桁行×梁間：面積）
30 下之郷遺跡 滋賀県犬上郡甲良町下之郷 Ⅰ C B・C 棟 中期後半（Ⅳ期） ① B 棟：6 × 1 間（14.2 × 3.9m：55.4 ㎡）② C 棟：4 × 1 間（9.4 × 4.2m：39.48㎡）
31 針江川北遺跡 滋賀県高島市新旭町 Ⅰ C
SB12 後期後半 3 × 1 間（4.6 × 3.4m：15.64㎡）
SB14 後期後半 3 × 1 間（4.5 × 4.4m：19.8㎡）
32 伊勢遺跡 滋賀県守山市伊勢町中東浦 Ⅰ C
SB（4） 後期中葉 2 × 1 間（3.2 × 3.6m：約 11㎡）
SB4 後期後半 5 × 1 間（9.0 × 4.6m：41.4㎡）
SB5 後期後半 5×1間（8.6×4.6m：39.56㎡），屋内棟持柱？1
SB7 後期中葉ないし後半 5 × 1 間（8.7 × 5.1m：44.37㎡）
SB8 後期後半 5 × 1 間（9 × 4.5m：40.5㎡）
SB9 後期後半 5 × 1 間（9 × 4.5m：40.5㎡）
SB12 後期後半 6 × 1 間（10 × 4.5m：約 52.5㎡）
SB-A 後期後半 2 間以上× 1 間（2.4m 以上× 3.0m：7㎡以上）
33 下鈎遺跡 滋賀県栗東市下鈎・苅原 Ⅰ B
1992SB1 後期後半 5（布掘り桁）× 1 間（8.8 × 5.4m：48㎡）
1997SB1 後期後半 4 × 2 間（7.6 × 5.05m：40㎡），屋内棟持柱１
34 大塚遺跡 滋賀県長浜市西上坂町・新栄町 後期後半 布掘り桁× 1 間：5.2 × 4.2m：22㎡）
35 中兵庫遺跡 滋賀県草津市北山田町・木川町 Ⅰ A 第 1 号掘立柱建物 後期後半 2 × 1 間（4 × 3.6m：14.58㎡）
36 下長遺跡 滋賀県守山市古高町 Ⅰ C SB1 後期後半～終末 3 × 1 間（7.9 × 4.6m：36㎡）
37 黒田遺跡 滋賀県坂田郡近江町 Ⅰ C SB02 庄内式新段階 3 × 2 間（4.95 × 4.4m：21.78㎡）
38 筋違遺跡 三重県一志郡嬉野町新屋庄字榎・下榎・筋違 Ⅰ A SB290 前期前半 4 × 2 間（4.1 × 1.9 ｍ：7.79㎡）
39 長遺跡 三重県津市河辺町字池尻・石立 Ⅰ B SB142 中期後半 2 × 1 間（4.0 × 2.6m：10㎡）
40 菟上遺跡 三重県四日市市伊坂町字菟上・牛谷 Ⅰ A
SB223 中期後半（Ⅳ期） 7 × 1 間（9.8 × 3.2m：31.4㎡），屋内棟持柱数箇所
SB240 中期後半（Ⅳ期） 4 × 1 間（10.4 × 4.4m：45.8㎡）
SB284 中期後半（Ⅳ期） 6 × 1 間（9.6 × 3.5m：33.6㎡）
SB311 中期後半（Ⅳ期） 1（布掘り桁）× 1 間（17.7 × 4.6m：81.4㎡）
41 小谷赤坂遺跡 三重県一志郡嬉野町天花寺字小谷・赤坂 Ⅰ A SB292 後期前半
3 × 1 間（3.96 × 3.0m：11.88㎡），片側は
近接棟持柱
42 村竹コノ遺跡 三重県松阪市上川町 Ⅰ A 掘立柱建物 1 後期後半～古墳前期 6 × 1 間
掘立柱建物 2 後期後半～古墳前期 5 以上× 1 間
43 志賀公園遺跡 愛知県名古屋市北区中丸町 3 丁目 Ⅱ A SB19 中期中葉（Ⅲ期）以降 5 × 1 間（9.5 × 4m：38.0㎡）
44 一色青海遺跡 愛知県中島郡平和町須ヶ谷 Ⅰ A SB77 中期後半 3 × 1 間（7.6 × 3.6m：27㎡）
45 寺田遺跡 岐阜県岐阜市日野 Ⅰ SB14 中期中葉（Ⅲ期） 3 × 1 間（5.9 × 3.0m：17㎡）
46 東原田遺跡 静岡県小笠郡小笠町下平川地内 Ⅰ A SH10 中期後半 5 × 1 間（10.75 × 4.5m：48㎡）
47 登呂遺跡 静岡県静岡市登呂 Ⅰ A SB2001 後期 3 × 1 間（6.9 × 3.8 ｍ：26.22㎡）
48 汐入遺跡 静岡県静岡市宮竹 Ⅰ C SB01・02 庄内式新段階併行期 ① 2 × １ 間（6.6 × 4.2 ｍ：27.72 ㎡） ② 3× 1 間（8.0 × 4.2 ｍ：33.6㎡）
49 尾立遺跡 新潟県長岡市富岡町 第 1 号建物 中期前半（Ⅱ期） 2 × 1 間（5.5 × 2.8m：15㎡）
50 蔵王遺跡 新潟県佐渡市新穂 Ⅰ A 6 号掘立柱建物 3 × 1 間
51 中里遺跡 神奈川県小田原市中里 Ⅰ A 中期中葉（Ⅲ期）
7 × 1 間（10.5 × 4.4m：48㎡），屋内棟持
柱 2
中期中葉（Ⅲ期） 6 × 1 間（7.2 × 3.0m：22㎡）
52 常代遺跡 千葉県君津市常代字五反歩 Ⅱ A SZ119 上ピット列 中期中葉（Ⅲ期）
12 ？× 1 間（9.0 × 6.0m：54.0㎡），屋内棟
持柱




遺構の位置 出土遺物 備考 文献
方形区画西北端の特定空間。掘立柱建物と重複し
5 回建替え 環壕集落 近藤 2003
竪穴住居を含む居住域中の特定空間。SB13 の壁
心棟持柱掘立柱建物と対とされる 建物の 1 期。環壕集落 清水ほか 1992：126
竪穴住居を含む居住域中の特定空間。板塀の円形
に区画された掘立柱建物 SB15 と対とされる 建物の 2 期。環壕集落 　　〃　　　 ：184－185








SB4 と同時に並列の可能性あり 稲籾 　　〃 　　〃
方形区画の周囲に環状に配列された建物の一つ 建物の 1 ないし 2 期 　　〃
　　　〃 建物の 3 期 　　〃
　　　〃 建物の 3 期。方形区画内掘立柱建物と同時期 　　〃
　　　〃 妻側にテラス状の露台あり。建物の 3 ～ 4 期 　　〃
　　　〃 建物の 3 ～ 4 期 　　〃
竪穴住居と共存しない特定空間。小型掘立柱建物










2 棟 1 対。1 棟は重複 宮崎 1994：47－52

















竪穴住居と共存 環壕集落 木野本・川崎 2000：20－22
居住域で竪穴住居と共存するが，2 棟の周りに竪

































































　鹿児島県前畑遺跡（図 6）　中期終末。梁間 3 間，面積 15㎡の小型独立棟持柱建物 2 棟が，棟筋
を横方向にそろえて並列される。このうちの 1 棟は別の掘立柱建物と重複する。竪穴住居 2 棟と近
接しており，他に 1 棟の掘立柱建物が同時期とされる。
　三重県村竹コノ遺跡　後期後半～古墳前期。居住域と墓域を環壕で画した集落。6 × 1 間と 5 間
以上× 1 間の独立棟持柱建物が 2 棟検出された。竪穴住居の途切れた空間に，棟筋を同じくして 2
棟が並列していた。
【Ｂ類】





　大阪府池上曽根遺跡（図 8）　中期後半。環壕集落のほぼ中央に，10 × 1 間，135㎡を最大として
同一地点で 4 回建て替えられた独立棟持柱建物が存在する（SB1）。これらは，D → A → B → C →
1 の順に建て替えられており，いずれも面積が 50㎡を超える大型であるが，独立棟持柱をもつ A・
B・1 がそれをもたない C・D よりも大きい。この建物の南正面には内径約 2m のクスノキ製大型
井戸が敷設されていた。この建物の東南には，それと直角に梁間 1 間の大型建物が一棟建っている
（SB2）。棟持柱の間隔は 30m 以上に及ぶ。この建物は，独立棟持柱がほぼ同一地点に 2 本ずつあ
るので，建て替えられたことは確実である。古い遺構は，桁柱が 16 ～ 17 本ほどになるとの見方も
あるが，新しい遺構は桁が 2 列の溝になっている。これらがどのような建物になるのか，まだ確定
していないが，布掘り桁であれば，似たような構造の建物は鳥取県茶畑第 1 遺跡や滋賀県下鈎遺跡，
















遺跡（図 10）　中期後半。3 × 1 間，19㎡の小型建物である。竪穴住居跡から遠く













































柱建物で，3 × 2 間，約 22㎡の小型に近い中型建物。もう 1 棟は 1 回建て替えられており，重複す
る。そのうちの古い建物は，布掘り桁である。
【Ｃ類】









庫庄遺跡（図 14）　中期後半。独立棟持柱建物が 2 棟，棟の軸と並行して走る直線的区





にわたって建て替えられており，そのうち 2 回が独立棟持柱建物であった。B 棟が最も大きく 6 ×







の 4 期に区分される。1 期に中心部の建物が成立するが，近接棟持柱建物をもつ 45㎡の大型掘立柱
建物を含む 3 棟からなり，このなかに 2 × 1 間，約 11㎡の小型独立棟持柱建物が配置される。環
状にめぐる独立棟持柱建物は，方形区画の中心建物からおよそ 50m 離れた地点に建てられ，後期



































































列して建てられる。このように環状にめぐる独立棟持柱建物は 2 棟 1 対で建てられていく。いずれ






の中心に掘立柱建物が，外側に独立棟持柱建物が建てられた。独立棟持柱建物はいずれも 3 × 1 間
で，約 16㎡と 20㎡の小型である。
　滋賀県下長遺跡　後期後半～終末。伊勢遺跡に続く核集落。3 × 2 間，36㎡の独立棟持柱建物が
存在する。その後の庄内式新段階に，隣接地点に独立棟持柱建物が重複して 2 棟築かれたが，いず
れも 20㎡と小型化している。この地点の西方およそ 200m に，直角に曲がった区画溝を伴う大型
掘立建物が位置する。露台のついた総柱建物であり，首長の居館とされる［岩崎 2002］。
　大阪府尺度遺跡（図 18）　古墳時代の可能性がある庄内式新段階だが，C 類の典型例として参考
にあげておく。竪穴住居に囲まれた一角に，外側で 36 × 37m のほぼ正方形の区画溝が設けられる。
北西溝に沿って，棟筋を一致させて並列したほぼ同じ規模の 2 棟の掘立柱建物が，3 時期にわたっ
て同一地点に築かれる。独立棟持柱をもつのは最も古い段階である。いずれも 3 × 1 間で，26 ～
28㎡と小型に近い中型である。
【A 類】






代遺跡（図 20）　中期中葉。方形周溝墓が群集する墓域が 2 群からなるが，そのうちの
南に位置する墓域 B に独立棟持柱建物が存在している。及川良彦は，この建物は居住域に伴う施
設である可能性を示唆している［及川 2002：118–119］。四隅の切れた大型方形周溝墓の溝に囲まれ







原遺跡 1号墓（図 21）　弥生後期の方形周溝墓。2 段に掘り込まれた墓坑をめぐって，







列して建てられる。このように環状にめぐる独立棟持柱建物は 2 棟 1 対で建てられていく。いずれ






の中心に掘立柱建物が，外側に独立棟持柱建物が建てられた。独立棟持柱建物はいずれも 3 × 1 間
で，約 16㎡と 20㎡の小型である。
　滋賀県下長遺跡　後期後半～終末。伊勢遺跡に続く核集落。3 × 2 間，36㎡の独立棟持柱建物が
存在する。その後の庄内式新段階に，隣接地点に独立棟持柱建物が重複して 2 棟築かれたが，いず
れも 20㎡と小型化している。この地点の西方およそ 200m に，直角に曲がった区画溝を伴う大型
掘立建物が位置する。露台のついた総柱建物であり，首長の居館とされる［岩崎 2002］。
　大阪府尺度遺跡（図 18）　古墳時代の可能性がある庄内式新段階だが，C 類の典型例として参考
にあげておく。竪穴住居に囲まれた一角に，外側で 36 × 37m のほぼ正方形の区画溝が設けられる。
北西溝に沿って，棟筋を一致させて並列したほぼ同じ規模の 2 棟の掘立柱建物が，3 時期にわたっ
て同一地点に築かれる。独立棟持柱をもつのは最も古い段階である。いずれも 3 × 1 間で，26 ～
28㎡と小型に近い中型である。
【A 類】






代遺跡（図 20）　中期中葉。方形周溝墓が群集する墓域が 2 群からなるが，そのうちの
南に位置する墓域 B に独立棟持柱建物が存在している。及川良彦は，この建物は居住域に伴う施
設である可能性を示唆している［及川 2002：118–119］。四隅の切れた大型方形周溝墓の溝に囲まれ







原遺跡 1号墓（図 21）　弥生後期の方形周溝墓。2 段に掘り込まれた墓坑をめぐって，





















　奈良県ホケノ山墳丘墓（図 22）　弥生後期終末，庄内式期の全長約 80m の前方後円形墳丘墓。
後円部は2ないし3段築成である。石囲木槨墓の内側に埋設された木棺を取り囲むように，1×1間，



































　奈良県ホケノ山墳丘墓（図 22）　弥生後期終末，庄内式期の全長約 80m の前方後円形墳丘墓。
後円部は2ないし3段築成である。石囲木槨墓の内側に埋設された木棺を取り囲むように，1×1間，





































先におこなった居住域における独立棟持柱建物のあり方の分類（表 2）では，A 類が最も多く 53



















分離して特定の区画を占めるようになるのが B 類であり，それが C 類になると溝などで区画され
たり，区画溝に付随するようになる。表 2 から明らかなように，A・B 類は後期に至ると数を減ら
すが C 類は変わらず，尺度遺跡で典型的な姿をみせて兵庫県松野遺跡など古墳時代の首長居館へ





前期 中期前半 中期中葉 中期後半 中期後半～後期初頭 後期 後期後半 庄内式新段階
ⅠＡ 2（2） 2（4） 15（20） 2（5） 3（3） 3（4）
ⅠＢ 2（2） 1（1） 4（4） 1（1） 1（2）



































































































































































































































































































































































2 世紀中葉に楽浪郡の木棺墓が導入され，韓国慶尚南道良洞里 7 号墓のような木槨墓が形成される







































2 世紀中葉に楽浪郡の木棺墓が導入され，韓国慶尚南道良洞里 7 号墓のような木槨墓が形成される




























































北内郭に 3 × 3 間，156㎡の総柱超大型建物が建てられるが，建物の中軸線上には北に向かって中























































































































































































































唐代の『周書』異域伝高麗の条に，2 棟の祭殿に祖神である男女 2 体の像を木でつくり祭ってい
る記述がある。また，3 世紀の『魏書』韓伝馬韓の条に 5 月の播種のあと「鬼神を祭る」という記
述があることから，金関恕は 3 世紀の鬼神は男女の木像で表現されていたのではないかと類推し，



































跡，あるいは二里岡期の湖北省盤龍城 F1 の平面が日の字形をした大型建築跡（図 28）は，甲骨文































跡，あるいは二里岡期の湖北省盤龍城 F1 の平面が日の字形をした大型建築跡（図 28）は，甲骨文




























































































































































































［岡林 2001：40］。平原遺跡 1 号墓と通じるところがある。
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In buildings with freestanding munamochibashira (gable end ridge-bearing pillars), the 
munamochibashira supporting the ridge in the center of the roof are hottatebashira (earthfast posts) 
situated some distance from the gable side. Up until Middle Yayoi, these buildings were communal 
in character, but in late Yayoi and the beginning of the Kofun period they were enclosed by trenches 
or walls, had a secretive aspect and were used exclusively by chiefs. Based on special decorations 
of these buildings in pictures incised on Yayoi pottery as well as relics excavated from post holes, it 
would appear that this type of building served as a shrine.
Since in northern Kyushu large buildings where ancestors were worshipped were found along 
with burial precincts in early Middle Yayoi, we know that from early on rites for the spirits of ancestors 
were held in these large buildings adjoining cemeteries. In the No.1 tomb at the Hirabaru Site in 
Fukuoka Prefecture there is a building for ancestor ritual with freestanding munamochibashira on 
top of the burial chamber. Since the building is in the Honshu and Shikoku style, it follows that it 
was introduced from the Kinki region. We may assume, therefore, that buildings with freestanding 
munamochibashira in the Kinki region were used for ancestor ritual.
However, this type of building found in the Kinki region is not found alongside burial precincts. 
In this region, people worshipped their ancestors in buildings with freestanding munamochibashira 
located within inhabited zones. Nonetheless, at the Mount Hokeno tumulus in Nara Prefecture dating 
from the end of Late Yayoi, there is a building with freestanding munamochibashira on top of a burial 
chamber, which was introduced from northern Kyushu at the time of the establishment of imperial 
authority in the Kinai region. In southern Kanto this type of building also performed a similar role, 
although it inherited local traditions. Although buildings with freestanding munamochibashira have 
the role of ancestor ritual in common, their development differed in each of the three regions.
Key words : Yayoi period, Settlement, Freestanding Munamochibashira, Rectangular shaped tomb, 
Ancestor ritual, Han dynasty culture
Buildings with Freestanding Munamochibashira and Ancestor Ritual
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